
いい学校づくり、
いい教育づくり、
いい授業づくりを
支援します。



学校教育を取り巻く環境と背景

子どもたちの「主体的・対話的・深い学び」に向け、
教員の資質能力の更なる向上が求められています。

文部科学省  これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申）より抜粋

◦教育課程・授業方法の改革（アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善、教科等を超えた
　カリキュラム・マネジメント）への対応
◦英語、道徳、ICT、特別支援教育等、新たな課題への対応
◦「チーム学校」の実現
◦社会環境の急速な変化
◦学校を取り巻く環境変化
　◦大量退職・大量採用→年齢、経験年数の不均衡による弊害　◦学校教育課題の多様化・複雑化

◦教員の学ぶ意欲は高いが多忙で時間確保が困難
◦自ら学び続けるモチベーションを維持できる環境整備が必要
◦アクティブ・ラーニング型研修への転換が必要
◦初任者研修・十年経験者研修の制度や運用の見直しが必要

◦校内の研修リーダーを中心とした体制作りなど校内研修推進のための支援等の充実
◦メンター方式の研修（チーム研修）の推進
◦大学、教職大学院等との連携、教員育成協議会活用の推進
◦新たな課題（英語、道徳、ICT、特別支援教育）やアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善等に対応し

た研修の推進・支援

背 景

主な課題
（研修）

具体的方策

研修マネジメントサイクル

［ 研修実施 ］実 施
研修計画を踏まえ、テキスト・ 
内容を整え、研修を実施します。

［ 目標設定 ］計 画
お客様ご担当者との打ち合わせ
を通して目標を設定し、より良い
研修内容をご提供します。

［ 新たな課題発見 ］改 善
研修の報告を行ない、新たな課
題の発見と次回の研修計画に繋
いでいきます。

［ 結果検証 ］評 価
受講者アンケートの集計･分析、
講師・プログラムの評価、研修目
的の検証と反省事項の洗い出し
を行います。

内田洋行は長年に渡って学校教育の現場をサポート
してきました。これらの経験からお客様のICT機器の
効果的な利活用や授業デザイン力の向上を目指した
教員研修をご提供しております。
今学校で求められる研修は、単一のスキルの習得では
なく、多様な知識やスキルを複合的に学び、授業の中
でどう活かしていくのかを考える研修が重要だと考え
ます。
当社の教員研修は海外メーカーとのアライアンスを通
した最新技術情報や実践事例の紹介、教員養成系の
大学との共同研究や全国で先進的な授業を実践され
ている先生方の知見などを取り入れ、効果的な研修の
ご提供を心掛けております。
ただ単に研修をご提供するだけではなく、お客様の良
き相談相手となり、導入から効果的な活用までをトー
タルにご支援してまいります。

ウチダ教員研修サービスの特長
お客様の環境整備計画に基づき
研修の計画〜改善までをご提案します。

内田洋行教員研修サービスはiPadの効果的な活用と授業におけるさまざまなソフトウェアの利活用

方法をApple社と一緒に探求するとともに、より良い研修のご提供を目指し、常に研修プログラムの

向上と改善に努めております。

Apple Consultants Networkとは
Apple社や他社のソリューションにも精通したプロのサービスプロバイダ、ITコンサルタントが参加しています。Apple社の新製品やソフトウェアの
情報を随時入手することが可能であり、さまざまなプラットフォームに対応した幅広い技術サービスとサポートの提供を受けることが可能です。

内田洋行は Apple Consultants Network（ACN）に参加しています。



教育課程企画特別部会論点整理補足資料より

各教科等に関する個別の知識や技能など。身体的技能や芸術表現のための技能等も含む。

主体的･協働的に問題を発見し解決していくために必要な思考力･判断力･表現力等。

❶や❷の力が働く方向性を決定付ける情意や態度等に関わるもの。以下のようなものが含まれる。
● 主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や、自己の感情や行動を統制する能力など、いわゆる「メタ認知」に関するもの。
● 多様性を尊重する態度と互いの良さを生かして協働する力、持続可能な社会作りに向けた態度、リーダーシップやチームワーク、

感性、優しさや思いやりなど、人間性に関するもの。

「論点整理」では、学習指導要領改訂の方向性を図のような3つの視点で示しています。

新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る

資
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の
育
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● グローバル社会において不可欠な英語の能力の強化（小学校高学年
での教科化等）や、我が国の伝統的な文化に関する教育の充実

● 国家・社会の責任ある形成者として、また、自立した人間として生きる
力の育成に向けた高等学校教育の改善（地理歴史科における「地理
総合」「歴史総合」、公民科における「公共」の設置等、新たな共通必
履修科目の設置や科目構成の見直しなど抜本的な検討を行う。） 等

育成すべき資質･能力を踏まえた教科･
科目等の新設や目標･内容の見直し

● 習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭
に置いた深い学びの過程が実現できているかどうか

● 他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、
対話的な学びの過程が実現できているかどうか

● 子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り
返って次につなげる、主体的な学びの過程が実現できているかどうか

アクティブ・ラーニングの視点からの
不断の授業改善

育成すべき資質･能力を育む
観点からの学習評価の充実

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

学習指導要領改訂の３つの視点

（参照： 文部科学省　教育課程企画特別部会論点整理補足資料）

個別の知識・技能何を知っているか、何ができるか

思考力・判断力・表現力等知っていること・できることをどう使うか

主体性・多様性・協働性・
学びに向かう力人間性等どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか

1

2

3

「何ができるようになるか」という視点では、
育成すべき資質・能力の3つの柱（❶～❸）
が見えてきます。今までも個別に重視され
てきたものですが、今回の改訂では、より
教科横断的な議論が重要になります。つま
り、個別の知識・技能を体系化した計画に
とどまらず、「それを使ってどのように社会・
世界と関わり、よりよい人生を送るか」まで
を視野に入れて、新しい教育課程や学習指
導要領等を議論することになります。

これからの先生たちには、「アクティブ・ラーニング」や「カリキュラム・マネジメント」といった新しい概念
を理解し、3つの柱を子供たちにバランスよく育んでいくための力が求められます。そのためには、先生
一人一人の力量を上げるための研修を行ったり、ICTをふくむ必要な環境を整備していくことが必要で
す。研修については、校内だけでなく、校外のさまざまな機会を活用することが重要です。

必要な支援方策

育成すべき資質・能力の
3つの柱

どのように学ぶか
（アクティブ・ラーニングの視点からの不断の授業改善）

学習評価の充実
カリキュラム・マネジメントの充実（注）

（参照： 文部科学省　論点整理（補足資料）育成すべき資質・能力の3つの柱を踏まえた日本版カリキュラム・デザインのための概念）
（注）カリキュラム・マネジメント：各学校の教育目標を実現するために、各学校が主体となって、教育課程を編成、実施、評価、改善していくとい

う考え方。（参照： 文部科学省　論点整理）

個別の知識・技能

何を知っているか、何ができるか1

思考力・判断力・表現力等

知っていること・
できることをどう使うか2

主体性・多様性・協働性・学びに向かう力・人間性など

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか3

視点.1

視点.2 視点.3



A-2 タブレット活用コース Windows編

Windows10 + Office365 を活用した魅力的で効果的な授業を探求します

ウチダはさまざまな教員研修コースを通して
ICT活用と授業づくりをご支援します。

研修名 管理職 推進教員 一般

A-1 効果的ICT活用による21世紀型スキルを育成する授業デザイン ○ ◎ ○

A-2 タブレット活用コース Windows編 ー ○ ◎

A-3 タブレット活用コース iPad編 ー ○ ◎

A-4 「情報モラル教育」のための実践ワークショップ ○ ○ ◎

A-5 「プログラミング的思考」を育むための実践ワークショップ ○ ○ ○

A-6 全国学力・学習状況調査　調査結果分析ワークショップ ○ ○ ◎

B-1 Intel® Teach Elements プロジェクト型アプローチ ○ ◎ ○

B-2 先生のための「7つの習慣®」 ◎ ○ ー

■ウチダ教員研修サービス一覧
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「学習者中心の授業デザイン」をポイントに、ワークショップ形式の研修を通
して自ら体験し、授業がどう豊かになるかを考える機会を持っていただくこ
とを目的とした研修です。
One to One タブレットが導入されるにあたって、「一人一人に合わせた学
習リソースとモバイルデバイスを組み合わせることでどのような学習機会を
強化できるのか」を探求していただきます。

ウチダ教員研修サービス　研修コース紹介①

A-1 効果的ICT活用による21世紀型スキルを育成する授業デザイン —児童・生徒の主体的な学びのために—

ワークショップで教員同士が意見交換
このコースでは、子どもたちの21世紀型
スキルを育成する授業デザイン、さらに
ICTを効果的に活用する授業デザインに
ついて学んでいきます。インストラクショ
ナルデザインの考え方を基に、「目標・
評価・指導」の一体化をめざします。
そして教員同士の抱える現状問題等に
ついての意見交換や、研修内容から見
える新しい発見や課題についてのディス
カッションを中心としたワークショップ
形式の研修から「新しい」授業デザイン
を習得します。

目標 評価 指導

授業
デザイン

21世紀型
スキル ＋ICT

★本研修は熊本大学大学院 鈴木克明教授 監修の下、開発した研修コースです。

ねらい

①�子どもたちの主体的な学びをサポートするた
めにICTを活用した授業を設計することがで
きる。

②�子どもたちが21世紀型スキルを身につけ
るための授業を設計することができる。

③�ワークショップ内でICT機器を使用し、授業
に応用するシーンを考える。

④�目標・評価・指導法を一体化した授業デザ
インができる。



A-3 タブレット活用コース iPad編

自ら体験し、考えるワークショップ形式の研修

A-4 「情報モラル教育」のための実践ワークショップ

最新のネットトラブルなどもご紹介

A-5 「プログラミング的思考」を育むための実践ワークショップ

2020年から小学校で必修化されるプログラミング教育

A-6 全国学力・学習状況調査　調査結果分析ワークショップ

学校自身がデータを分析し、現状の特徴や課題をみつけられるようになるために

｢学習者中心の授業デザイン」をポイントに、ワークショップ形式の研修を通
して自ら体験し、授業がどう豊かになるかを考える機会を持っていただくこ
とを目的とした研修です。
One to One タブレットが導入されるにあたって、「一人一人に合わせた学
習リソースとモバイルデバイスを組み合わせることでどのような学習機会を
強化できるのか」を探求していただきます。
習得いただくアプリケーションはお客様が自由に選べるようモジュール化し
ていますので、研修時間や活動に応じてご選択ください。

★本研修はアップル社監修の下、開発した研修コースです。
※内田洋行はApple Consultants Network（ACN）の参加企業です。

2020年から小学校で必修化が予定されているプログラミング教育は、いま最も注目を集めています。
子どもたちが情報技術を効果的に活用しながら論理的・創造的に思考し、課題を発見・解決
していくためには、コンピュータの働きを理解しながら、それが自らの問題解決にどのように
活用できるかをイメージし、意図する処理がどのようにすればコンピュータに伝えられるか、
さらにコンピュータを介してどのように現実世界に働きかけることができるのかを考えること
が重要になります。これらの「プログラミング的思考」能力の育成を、いかに授業に反映させる
のかをワークショップを通して考えていただきます。

日常モラルの指導

情報社会の特性を理解

情報モラル教育 研修内容（例）

1. ネットトラブルの最新状況を知る
2. �児童・生徒の行動や状況を知り、 

	課題を認識する
3. 指導する際のポイントを理解する
4. 授業の組み立て方を学ぶ

情報モラル教育として大切なことは、トラブル事例の提示
はもちろんのこと、子どもたちが問題を「自分のこと」とし
て自覚をし、どのように対処すればよいかを自ら考えられ
るようになることです。
本研修では、最新のトラブル事例の紹介から指導のポイ
ント・情報モラル授業の計画まで、はじめて受講する先生
にも習得しやすいよう、ワークショップ形式で学びます。

研修会アジェンダ（例）

1. 分析手法の解説
2. グループワーク①
	 調査結果をチームに分かれて分析
3. グループワーク②
	 チームを組み替えて、分析から
	 分かったことを共有・統合
4. 全体共有・まとめ

現場の教員が調査結果に基づいて「子どもたちの学力
を上げるにはどうしたら良いか」「いい授業に変えるに
はどうしたら良いか」などを考えることができるように 
アクティブ・ラーニングの手法を用いた協働的な分析
ワークショップです。

学力調査をするだけでなく、結果を「読む」こと、
結果を「活かす」ことがますます重要になってきています。

※�上記は研修の一例です。ご希望に応じて
　カスタマイズ可能です。



B-1 Intel® Teach Elements プロジェクト型アプローチ

課題発見から解決まで、“思考支援型授業”を実現します

B-2 先生のための「７つの習慣®」

教員に求められる、新しいリーダーシップの形

ウチダ教員研修サービス　研修コース紹介②

Intel®（インテル）では、児童・生徒が来るべき時代を自分たちで形
成し、世界的に活躍していくために、自らが課題をみつけ、自ら考え、 
解決するための力（21世紀型スキル）を育成することが重要と考えてい
ます。児童・生徒が主体的に課題を解決する“思考支援型”授業を実現す
るため、ICTを効果的に活用したアクティブ・ラーニングの一つである 

「7つの習慣®」は全世界で3,000万部、日本でも200万部を超える世界的大ベスト
セラー書籍です。
昨今教育現場では「アクティブ・ラーニング」や「ICTの活用」といった、さまざまな
新しい取り組みが求められていますが、なぜそのような教育改革が必要なのか、 
教育の目的・目標は何かを考えていただき、教員一人一人がリーダーシップを発揮で
きることを目的とした研修です。

「人格主義に基づいたリーダーシップの原則・インサイドアウトから学校全体の改革
を」をテーマに進めます。

プロジェクト型学習の手法を用いた「Intel® Teach Elements プロ
ジェクト型アプローチ」による授業デザインや授業運営、指導手法、そ
して評価の方略をご提供します。
Intel® Teach プログラム基本コースおよび、ワークショップから構成す
る研修を、Intel® Teach Elements PBA 公認トレーナーが実施します。

「プロジェクト型アプローチ」は、5つ 
のモジュールで構成されています。 
各モジュールのオンライン学習で概
念や手法を学習した後、アクションプ
ランのアクティビティを通して、実践
に適応させていきます。

Intel® Teach Elements プロジェクト型アプローチの特長

第七の
習慣：刃を研ぐ

相互依存
第五の習慣
理解してから
理解される

第三の習慣
重要事項を優先する

第一の習慣
主体性を発揮する

第二の習慣
目的を持って始める

第六の習慣
相乗効果を
発揮する

第四の習慣
Win-Win を
考える

公的成功

私的成功

自立

依存※「 7つの習慣®」はフランクリン・コヴィ−・ジャパン株式会社の登録商標です。
※本研修はフランクリン・コヴィー・ジャパン株式会社の協力の下、教員向けに「7つの習慣®」を提供します。

各モジュールで学習した概念を
整理し、実践に応用する 

ためのアクティビティです。

Action Plan
＋

プロジェクト型学習の
特徴とメリットを学ぶ

モジュール

1

プロジェクト型学習の
授業運営を学ぶ

モジュール

4 プロジェクト型学習の
多様な指導手法を学ぶ

モジュール

5

プロジェクト型学習の
設計の手順を学ぶ

モジュール

2 プロジェクト型学習の
評価を学ぶ

モジュール

3

▲
▲

▲ ▲

考える、議論する、まとめる。
アクティブな学習環境を実現します。
軽量なので持ち運びが簡単です。

先端のICT技術とさまざま
な講義形態に対応できる可
動式の家具やマルチスク
リーンを備えた学習空間。
アクティブ・ラーニングに
最適な環境づくりを内田洋
行はお手伝いします。

片面ドット入り（50mm間隔）
両面ホワイトボード（磁石貼り付け可能）

グループ発表板 アクティブボードアクティブ・ラーニングルーム
アクティブ・ラーニングに最適な環境づくり

DS・3924-2・1705Pn30TK

ご用命は信頼ある……

東京 〒135-0016　東京都江東区東陽２-3-2５ ０３（５６３４）６４０２

仙台 〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡２-４-22 仙台東口ビル6F 022（２92）2783

＊当カタログ掲載内容（仕様、価格等）は諸般の事情により予告なく変更される場合があります。予めご了承ください。

大阪 〒540-8520　大阪市中央区和泉町２-２-２ ０６（６９２０）２６４１

札幌 〒060-0031　札幌市中央区北1条東4丁目1-１

福岡 〒810-0041　福岡市中央区大名2-9-27

名古屋 〒460-0003　名古屋市中区錦2-2-2 名古屋丸紅ビル13F

０１１（２１４）８６３０

０９２（７３５）６２４０

０５２（２２２）７２３４



［学校のICT化］を円滑に推し進めるために、
最適なサービス＆サポートをご提供いたします。
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「先生の困った！」にお答えします！



「いい学校づくり」「いい教育づくり」「いい授業づくり」を支援します。

「ウチダ学校ヘルプデスクサービス」は

ICT環境  を 「安全・安心」に利用するお手伝いをします。

case-1 S市様導入事例より

■�学校現場に導入されるIT機器が高度化されるに伴い、多くの自治体が学
校現場に「IT監査」の実施を求め始めています。校内の利活用状況の品質
レビューにあたり、導入機器およびソフトウェアのログから報告書の作成
を実施し、様々な「Accountability（説明責任）要求」に対応しています。

報告書の活用

市様導入事例より

■ �ミッションクリティカルなシステムを求められるシンクライアント環境
下でも、リモート支援サービスの採用により学校担当者の業務の軽減を
はかりながら、安定稼働と障害発生時の早期対応を実現しています。

リモート支援サービスによる
管理業務の軽減

case-2

学校ヘルプデスクサービスは

●困った時、分からないとき誰に聞けばいいの？

● �管理者・担当者の負担が大きい…

●学校内のセキュリティって大丈夫？

● �他校ではどのように利用・活用しているのか知りたい

学校内ICT機器全般を対象とした「教職員向け支援サービス」です。

教育委員会

学校現場
● �学校のシステムが分かっている人が対応するので、いろ
いろと聞かれることがなく、問題解決に至る。

　　　　　　　「はい、○△小学校さんですね。パソコン教室の１番機の故障ですね。
　　部品とエンジニアの手配を早急に行います。パソコンの機種、型番は承知してお
　　りますので手配し次第お伺いさせて頂きます。ご連絡ありがとうございました。」

● ��障害を自分で切り分ける必要がない。ひとつの窓口に
相談すれば手配もしてくれるので楽になった。

● �問い合わせ履歴報告から、障害発生状況、利用状況の
可視化がはかられ、迅速な問題点の究明により、早期
の安定稼働が実現される。

● �次期整備計画に利用できる。
● �無駄な投資が抑えられる。

学校内のICT環境整備が進む中、
「ちょっと困ったなぁ」という場面はありませんか？

教育委員会では…

導入システムの稼働状況を把握するた
め「紙」の利用簿を使って手動で集計。
もしくは、「使っているか」「使っていな
いか」は把握できていない。

学校現場では…

特定の先生に質問が集中してしまい、
担当者・管理者の負担が大きい。
問題が起こるたびに、原因を調べ、担当窓
口に連絡しなければならない。「OSは？」
「パソコンの機種は？」「他のソフトが原
因だと思います・・・」などに翻弄される。

「
学
校
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
サ
ー
ビ
ス
」を

導
入
し
て
い
な
い
場
合

導
入
し
て
い
る
場
合

学校内のICT化こんなお悩みにお答えします。

対応例

学校ヘルプデスクサービス

ウチダだからできる、学校ヘルプデスク

電 話

F A X

E - m a i l

■操作に関する問い合わせ
■ICT機器全般にかかわる相談
■�障害および不具合に関する問い合わせ
■問い合わせ履歴報告

標 準 サービス

問題に対して、必要であれば適切な�
技術者を派遣してサポートいたします。

インストラクタ
ICT支援員
システムエンジニア
カスタマエンジニア

!
ワンストップ

サービス

連 携

サービス受付時間
■月～金曜日（土日祝日・夏期休暇・年末年始を除く）
■ �午前９時～午後5時まで
※時間延長についてはご相談ください。

サービス受付方法
■電話（フリーダイヤル・携帯電話可）
■FAX（フリーダイヤル）
■電子メール 情報セキュリティマネジメントをはじめ種々の認証を取得しています。

取得認証一覧 （2009年9月現在）

■ ISO / IEC 27001（ISMS）　 ■プライバシーマーク
■ ISO 14001:2004　■ ISO 9001:2000　他

ここが

違います！

※１：ウチダ学校ヘルプデスクサービスは平均応答率85%（2008年9月〜2009年8月平均応答率）以上
　　 を実現し、安定したサービスの提供を行っております。

報告書による
導入システムの“みえる化”を実現

定期的にサービス利用報告書をご提供します。報告書から対象となるシス
テムの稼働状況や課題等が把握でき、継続的な業務改善や導入システムの
利用状況の可視化が実現できます。
「ウチダ学校ヘルプデスクサービス」は導入システムの「みえる化」のお手伝
いをいたします。

ウチダ学校ヘルプデスクサービスは情報セキュリティに関して国際標準化�
されている情報セキュリティマネイジメントシステム（ISMS）を取得し、�
万全の安全性と信頼性を確保しております。
また長年の教育現場をサポートした導入実績（約3,000校以上）と、10数年
の長きに渡り培ってきた豊富な経験と確かな実績により、安心してご利用
いただけるサービス（※１）です。

マルチベンダ対応
包括的な ワンストップサービス

ソフトウェア・ハードウェア・ネットワークなど導入されたシステムを、先生
が原因の切り分けを行うことなく、迅速な問題解決が実現可能です。ご利用
される先生方の利便性の向上と担当者の管理負荷の軽減および効率化が�
はかられることにより、導入システムの早期安定稼働につながったと、ご利用
者に大変喜ばれております。

長年学校業務に携わる中で培った豊富なノウハウを携えた「ウチダ」だから
こそ提供できるサービスです。
教育情報化コーディネータ（ITCE）資格を保有した学校専任のスタッフが�
学校内の利活用に即した対応を提供いたします。「困った」ときに「困らない」
ために「ウチダ学校ヘルプデスクサービス」をご利用ください。

4

学校専用 に組織化された ヘルプデスク1

セキュリティも万全!
ISMS取得組織 が提供するヘルプデスクサービス3

2

問い合わせに対して、「ワンストップサービス」 で 
受付 ・ 切り分け ・ 回答 ・ 手配（部品・技術者）を行い、「困った」 に対応いたします。ワンストップサービス

教育委員会

学 校 現 場



ソフトウェアライセンス管理

利用
履歴 利用改善

計画

分析

ICTアセスメントサービス

問い合わせ履歴の分析から、現状の課題
や質問の多いアプリケーション・周辺機
器などを洗い出します。分析結果から必
要な講習会の開催や改善方法の提案な
どを実施することにより、導入機器の安
定稼働および利用促進につながります。

「学校現場の課題の解決」をお手伝いします。

サーバ監視サービス
担当者の運用管理業務が大幅に削減することが可能になるとともに、
障害を未然に防いだり、早期に発見することにより、授業・業務
への影響を最小限に押しとどめることが可能です。

・サーバ状態監視
・サーバーディスク（RAID）監視

・バックアップの正常動作の監視
・ウィルスログ監視　他

異常メール通知

リモートで確認

※監視サービスには別途監視用ソフトウェアおよび回線が必要な場合があります。

IT資産管理サービス

※IT資産管理サービスには別途「資産管理」ソフトウェアおよび回線が必要です。

障害発生時や問い合わせに対して、技術者がリモート接続を行い、
状況を確認することにより早期の原因究明と対策が実践されます。

リモート支援サービス

●操作指導
●稼働状況の確認
●アカウント管理　等

※別途リモート用回線が必要になります。

ヘルプデスク

ヘルプデスクサーバ

学校

1Option

3Option

Option

2Option

4Option

ウチダでは、上記以外にも様々な保守・サポートサービスをご提供しております。
システム保守サービス
ICT支援員サービス

講習会の企画＆実施サービス
マニュアル作成サービス

常駐エンジニア支援サービス
FAQサービス

コンサルティングサービス

※詳しくは弊社担当営業までお問い合わせください。

ヘルプデスク

常に変化している資産状況を継続的に管理するのは大変なことです。
「ウチダ学校ヘルプデスクサービス」が定期的にレポートの作成
を行い、脆弱点を報告します。

・パソコン台帳の作成
・ウィルス対策ソフトパターンファイル適用状況の確認
・Winnyなどの禁止ソフト有無の確認
・パッチ適用などのアップデート情報の管理

利用状況を定量的に把握することにより、
「使える」「使いやすい」システムへ常に改善を行います。

学校ヘルプデスクサービスオプション

東京 〒135-0016　東京都江東区東陽２-3-2５

大阪 〒540-8520　大阪市中央区和泉町２-２-２

＊当カタログ掲載内容（仕様、価格等）は諸般の事情により予告なく変更される場合があります。予めご了承ください。

札幌 〒060-0031　札幌市中央区北1条東4丁目1-１

福岡 〒810-0041　福岡市中央区大名2-9-27

ご用命は信頼ある…… 公共本部

名古屋 〒460-0003　名古屋市中区錦2-2-2 名古屋丸紅ビル13F

０３（５６３４）６４０２

０６（６９２０）２６４１

０１１（２１４）８６３０

０９２（７３５）６２４０

０５２（２２２）７２３４
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